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はじめに 

 

特殊教育から特別支援教育への転換がなされた

現在，発達障害のある子どもに対する教育のあり

方について関心が高まっている。発達障害児に対

して的確で効率的な支援を提供するには，科学的

な根拠に基づく教育実践が展開される必要がある。

根拠に基づく教育実践では，①対象となる子ども

が抱える困難とその要因を推察するとともに活用

可能な資源を明確にするアセスメントを実施し，

②それらの情報と先行研究における知見を基盤と

して支援計画を作成・実行し，③その効果につい

て検証して支援計画の適切性や効率性を吟味する

ことで計画の維持あるいは修正の判断を行う，と

いった循環を形成することが重要となる。このよ

うな根拠に基づく教育実践の循環プロセスにおい

て，心理学が貢献できる点としては，認知機能に

関する査定・評価方法を開発すること，子どもの

認知特性を理解する上での理論的枠組みを提供す

ること，以上の二点があると考えられる（惠羅, 

2007）。ここでは前者の視点に立ち，脳損傷患者

や痴呆患者を対象とした神経心理学的研究におい

て多大な蓄積がある検査の一つである語想起課題 

(Verbal Fluency Task1)）を取り上げる。語想起

課題について発達的な視点から研究を展望し，今

後の課題について検討することにする。 

語想起課題は，一定の制限時間内に産出(再生)

される単語項目数を指標とした，長期記憶に基づ

く語彙検索課題である。多くの記憶再生課題では，

実験者が記銘材料を提示し，ある遅延時間を経て，

提示した項目の再生が行われる。語想起課題には，

符号化と貯蔵段階がない。より正確にいえば，符

号化と貯蔵は，実験者が操作する要因とはなって

いない。語想起課題では，被験者は，検索手がか

りの提示を受け，長期記憶として安定(固定化)し

た語彙記憶から手がかりに該当する単語を検索し

産出する。符号化・貯蔵段階を操作せずに長期記

憶からの検索を要求するといった課題特徴より，

語想起課題は，語彙記憶における検索方略の生成

と使用といった実行機能を相対的に強く反映する

と考えられる。検査手続きも簡単であることから，

語想起課題は，これまでに脳損傷患者ならびに高

齢者や痴呆患者を対象とした臨床的な神経心理学

的アセスメントとして標準的に用いられてきた。

本稿では，はじめに語想起課題の概要について簡

単に説明し，その後，発達研究と発達障害（本稿

では発達障害を発達期に生じる障害という広義で

用いる）を対象とした研究について展望する。最

後に，発達障害児の認知機能を評価する検査とし

ての有用性について考察する。 
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語想起課題の概要 

 

語想起課題とは，ある属性を共有する単語を限

られた時間内で可能な限り数多く再生するという

語彙検索課題である。通常，制限時間は１分間で，

制限時間内で想起された再生語数を指標とする。

語想起課題には，いくつかのバリエーションがあ

るが，主要な２つのタイプとその他に分類するこ

とができる（惠羅, 1992）。 

 

① 頭文字（あるいは語頭音）を共通の属性として

提示する単語想起課題(Letter fluency task あ

るいは Phonological fluency task) 

英語などアルファベットを使用する言語圏

では，アルファベット１文字を被験者に提示し

て，その文字から始まる単語をできるだけ多く

想起させる頭文字検索として施行されている

(e.g., Borkowski, Benton, & Spreen, 1967)。

日本語の場合，被験者に対して仮名１文字を提

示するかまたは一音を提示して，その音で始ま

る単語をできるだけ多く再生させる語頭音検

索が施行されている。以下，「音韻手がかり法」

とする。 

②  上位カテゴリを共通属性として提示する単語

想起課題(Category fluency task あるいは

Semantic fluency task) 

被験者に対してカテゴリ名称（例えば「動

物」・「果物」）を提示し，そのカテゴリに属

する項目をできるだけ多く再生させる課題で

ある。ボストン失語症検査（Boston Diagnostic 

Aphasia Examination）の下位検査や WAB 失

語症検査（Western Aphasia Battery）の下位

検査(日本語版：杉下, 1986)として利用され

ている。この方法では，単語検索に際してサブ

カテゴリ・シフト（例えば手がかりカテゴリが

「動物」であれば「ほ乳類・鳥類・魚類」など

の下位カテゴリに分割して項目を検索するこ

と）をするといった効率的な検索方略がある。

以下，「カテゴリ手がかり法」とする。 

③ その他の想起課題 

上記の２タイプが最もよく使用される語想

起課題であるが，その他にスーパーマーケット

での買物に関わる品物リストの想起課題

（Supermarket Task: Martin & Fedio, 1983; 

Mattis, 1976），アルファベットの順序どおり

に 単 語 を 表 記 す る 課 題 （ Orthographic 

Fluency Task: Berninger & Alsdorf, 1988; 

Berninger & Fuller, 1992），特定の文字を含

まない単語を報告する課題（Bryan & Luszcz, 

2000; Bryan, Luszcz, & Crawford, 1997），

何の制約条件もなくできるだけ多くの単語を

再生する自由想起課題（Unconstrained Oral 

Naming Task: Beausoleil, Monett, Le Blanc, 

& Joanette，2001; Le Blanc & Joanette, 

1996），人がなすことができる行動を表す動

詞を生成する課題（Action Verbal Fluency 

Task: Piatt, Fields, Paolo, & Tröster, 2004）

などがある。なお，これらの施行方法の使用頻

度は，前の２つのタイプに比較すると，極めて

低い。 

 

発達研究 

 

行動指標による研究 2) 

語想起課題は脳損傷患者や痴呆患者を対象とし

た神経心理学的研究より発達した課題であり，子

どもを対象とした研究は相対的に少ない。発達的

視点にたった研究では，就学前から小学生段階に

おいては年齢の増大（あるいは学年進行）に伴い，

音韻手がかり法とカテゴリ手がかり法ともに遂行

成績が向上することが知られている（Ardila & 

Rosselli, 1994; Berninger & Fuller, 1992; Chan 

& Poon, 1999; Cohen, Morgan, Vaughn, Riccio, 

& Hall, 1999; Halperin, Healey, Zeitchik, 

Ludman, & Weinstein, 1989; Klenberg, 

Korkman, & Lahti-Nuuttila, 2001; Koren, 

Kofman, & Berger, 2005; Korkman, Kemp, & 

Kirk, 2001; Levin, Culhane, Hartmann, 

Evankovich, Mattson, Harward, Ringholz, 

Ewing-Cobbs, & Fletcher, 1991; 村井・山下・小

川・中尾・藤田・島田・瀧口・安井, 2004; Riva, 

Nichelli, & Devoti, 2000 ; Welsh, Pennington, & 
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Groisser, 1991）。ただし，10 歳を過ぎる頃から

年齢の増加に伴う成績の向上はわずかなものとな

り，発達的変化が減衰または消失するとした報告

がある（Anderson, Anderson, Northam, Jacobs, 

& Catroppa, 2001; Sauzéon, Lestage, Rabouttet, 

N'Kaoua, & Claverie, 2004）。また，性差につい

ては認める研究（Berninger & Fuller, 1992; 

Klenberg et al., 2001）と認めない研究（Ardila & 

Rosselli, 1994; 村井他, 2004）の両方が報告され

ている。 

これらの知見をまとめると，全体的には就学前

から成人に至るまで遂行成績は上昇するが，11

歳から 12 歳以降において伸びは鈍化するかある

いは消失することが示されている。この伸びが鈍

化あるいは消失する時期については，他の実行機

能検査に比べて遅く，実行機能課題のなかでも最

も遅れて発達する課題であるといわれている

（Klenberg et al., 2001; Welsh et al., 1991）。

このことを確証することは今後の課題であるが，

語想起課題の遂行に関与する認知機能が小学校段

階で変化あるいは発達することはほぼ確実である

ことから，小学校段階の子どもの認知機能を評価

する検査としてその価値が期待される。 

この他，暦年齢を独立変数とした研究としては，

課題遂行に及ぼす教育レベルの影響に関して検討

した研究が報告されている。これらの研究では，

一貫して教育レベルが高い者（高学歴者）のほう

が低い者に比べて課題遂行がよいという結果が得

られている（Lee, Yuen, & Chan, 2002; Ruff, 

Light, Parker, & Levin, 1996; Troyer, 2000）。

Rosselli, Ardila, and Rosas (1990)は，教育レベ

ルの高い群と低い群について，それぞれ 16-25/ 

26-35/36-45/46-55/56-65歳の５つの年齢段階

でもって対象群を設定して語想起課題を実施した。

その結果，教育レベルの要因において課題遂行に

有意差が認められたが，年齢段階に有意差はなく，

交互作用も有意ではなかった。McCrea, Mueller, 

and Parrila (1999)は，暦年齢が同じ 8 歳児でも，

小学 2年に在籍している子どもよりも 3年に在籍

している子どものほうが有意に高い遂行成績を示

す結果を得た。このことより，学校教育経験が語

想起遂行の向上に関与していることを示唆してい

る。以上の研究は，教育レベルおよび教育経験が，

暦年齢の発達とは独立して，語想起課題の遂行に

影響を及ぼしていることを示している。このこと

は，実行機能が要因なのかそれとも教育による語

彙記憶の豊富さが要因なのかは明確になっていな

いが，いずれにしても獲得性の要因が関与してい

るという点で興味深いものである。 

認知神経心理学的研究 

脳機能画像研究法の技術的発展は，認知機能の

神経学的な基盤に関する研究へと急速に応用され，

今日，認知神経科学あるいは認知神経心理学の隆

盛を成すに至っている（e.g., Gazzaniga, 1995; 

2000）。しかしながら，侵襲性の問題や測定時の

拘束性といった困難があり，子どもを対象とした

研究は，成人に比べれば非常に少ない現状にある。

このことは語想起課題についても該当し，子ども

を対象とした研究はわずかしか報告されていない。 

Gaillard, Hertz-Pannier, Mott, Barnett, LeBihan, 

and Theodore (2000)は，子ども（平均年齢 10.7

歳）と成人（平均年齢 28.7 歳）を対象に，語想

起課題遂行中に fMRI による測定を実施した。そ

の結果，両群の賦活領域は類似しており，Broca

領域と左前頭前野背外側で優位な活性化が認めら

れた。なお，子どもは，成人よりも平均して 60%

ほど活性化が高かった。また子どもは，成人に比

べて，右半球，特に右下前頭回で高い賦活がみら

れた。これらの結果について，Gaillard らは，言

語能力の基盤となる神経ネットワークの構築途上

における発達的可塑性を反映していると示唆した。

後に Gaillard, Sachs, Whitnah, Ahmad, Balsamo, 

Petrella, Braniecki, McKinney, Hunter, Xu, and 

Grandin (2003)は，語想起課題遂行時の活性化が

子どもと成人と同じ脳領域であることを認め，結

果の再現性を確認した。さらに，年齢が進むにつ

いて右半球の活性化が低下し，左半球優位が強く

なることを明らかにした。また，Holland, Plante, 

Byars, Strawsburg, Schmithorst, and Ball 

(2001)は，7 歳から 18 歳の範囲にある 17 名を対

象として，動詞生成課題時の fMRI を測定し，左

前頭前野（Broca 領域）での活性化を認めた。 
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以上のように，研究は少ないが，語想起課題で

賦活される脳領域が子どもと成人で同じであるこ

とが共通して確認されている。興味深い点は，子

どものほうが賦活される脳領域が広く，しかも成

長にしたがって限局性が高まるという点である。

この発達的変化が，言語機能の発達に関連した変

化なのか，それとも実行機能の発達に関連した変

化なのか，これからの重要な研究課題である。 

このほかに，小児期における脳損傷患者を対象

とした神経心理学的研究が報告されている。Levin, 

Culhane, Mendelsohn, Lily, Bruce, Fletcher, 

Chapman, Harward, and Eisenberg (1993)によ

れば，前頭葉損傷の子どもは，前頭葉損傷のない

脳損傷児に比べて，課題遂行が有意に低かった。

このことは，成人の脳損傷患者を対象とした研究

の知見と一致している。また， Levin, Song, 

Ewing-Cobbs, Chapman, and Mendelsohn (2001)

は，閉鎖性脳損傷のある子どもを対象として，損

傷部位が左前頭葉にあるか他の領域にあるかで比

較した場合，損傷時期が遅くなるほど遂行成績の

差がひろがり，左前頭葉損傷群の成績が低くなる

ことを認めた。このことは，年齢が進むにつれて，

成人の脳損傷患者のパタンに近づいていくことを

示している。言い換えれば，損傷時期が早期であ

れば成人のパタンが弱まることになり，前述した

fMRI 研究の知見と同様に発達的可塑性を反映し

ていると考えられる。 

 

発達障害を対象とした研究 

 

広汎性発達障害（自閉症スペクトラム障害） 

広汎性発達障害あるいは自閉症スペクトラム障

害は，社会性やコミュニケーションにおける困難

を特徴とする発達障害である。知的機能や言語機

能全般に顕著な遅れのあるものから，それらに全

く遅れのないものまで，個人差が幅広いことが知

られている（e.g., Kjelgaard & Tager- Flusberg, 

2001; Volkmar, Lord, Bailey, Schultz, & Klin, 

2004）。「心の理論」のような作業仮説が注目を

集める一方で，前頭葉機能を基盤とした実行機能

障害についても，「心の理論」との関連性も含め

て，関心が持たれてきた（e.g., Bishop, 1993; Hill, 

2004a, 2004b; Hughes & Graham, 2002; 

Ozonoff, Pennington, & Rogers, 1991）。 

自閉症を対象として語想起課題を実施した研究

は幾つか報告されているが，一貫した知見を得る

に至っていない。遂行困難を認めなかった研究と

しては，知的な遅れを伴う自閉症を対象とした報

告（Lopez, Lincoln, Ozonoff, & Lai, 2005），高

機能自閉症を対象とした報告（Blair, Frith, Smith, 

Abell, & Cipolotti, 2002; Minshew, Goldstein, 

Muenz, & Payton, 1992; Minshew, Goldstein, &  

Siegel, 1995），Asperger 症候群を対象とした報

告（Hill & Bird, 2006）などがある。なお，課題

遂行成績には問題ないが，自閉症者では反応様式

が通常とは異なると指摘した研究がある。Dunn, 

Gomes, and Sebastian (1996)は，語想起課題に

おける自閉症児の正反応が，健常児や特異性言語

障害児に比べて，そのカテゴリにおいて典型性が

低い項目であることを示した。また，Kuwabara, 

Kasai, Takizawa, Kawakubo, Yamasue, Rogers, 

Ishijima, Watanabe, and Kato (2006)は，広汎性

発達障害の成人を対象として，語想起課題遂行中

の脳活動を近赤外分光法（Near Infrared Spectro- 

scopy）を用いて測定した。その結果，語想起課

題の遂行成績では統制群との間で有意差を認めな

かったが，広汎性発達障害群では前頭前野の活動

が統制群よりも低いことが認められた。 

自閉症で語想起課題の遂行成績が低いことを認

めた報告としては，古くは Boucher (1988)があ

る。Boucher (1988)は，暦年齢および精神年齢で

マッチングした自閉症群と統制群を対象として，

カテゴリ手がかり法による語想起課題を実施した。

単一カテゴリを手がかりとした条件と，複数カテ

ゴリを手がかりとした条件を設定した。前者にお

ける両群の遂行成績は同等であったが，後者では

自閉症群は統制群に比べて再生数が有意に少なか

った。この結果について，Boucher (1988)は，自

閉症では検索方略の生成に困難を有する可能性が

あると指摘した。このほか，自閉症での低遂行を

認めた研究としては，Rumsey and Hamburger 

(1990)，Turner (1999)，Geurts, Verte, Oosterlaan, 
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Roeyers, and Sergeant (2004) 3)の報告がある。 

以上のように，自閉症では，一貫した知見が得

られていない。Dunn et al.(1996)あるいは

Kuwabara et al.(2006)のように，遂行成績その

ものではなく，反応の質的側面や内的過程におけ

る差異について検討することが今後の課題である

といえる。 

注意欠陥/多動性障害 

注意欠陥/多動性障害（Attention-Deficit/Hyper- 

activity Disorder: 以下，ADHDとする）は，不注

意，多動性，衝動性を主な症状とする発達障害で

ある。ADHD 症状については，反応抑制など実行

機能領域における障害がその基底にあると考えら

れている（Barkley, 1997, 2000; Castellanos, 

Sonuga-Barke, Milham, & Tannock, 2006; 

Sonuga-Barke, Milham, & Tannock, 2006）。画

像診断による神経解剖学的研究により，ADHD で

は前頭 -線状体に正常からの逸脱があること

（Bush, Valera, & Seidman, 2005; Seidman, 

Valera, & Markis, 2005），前頭前野の成熟に遅

れ が あ る こ と （ Shaw, Eckstrand, Sharp, 

Blumenthal, Lerch, Greenstein, Clasen, Evans, 

Giedd, & Rapoport, 2007）が指摘されており，

前頭葉機能-実行機能障害が研究の焦点の一つと

なっている。 

Willcutt, Doyle, Nigg, Faraone, and Pennington 

(2005)は，ADHD を対象として実行機能検査を実

施した研究を対象としてメタ分析を行い，実行機

能の弱さが ADHD と有意に関連していることを

明らかにした。しかしながら，その一方で，実行

機能障害は，ADHD のあるすべての人に認められ

るというような必要で十分な唯一の原因ではなく，

幾つかの主要な弱さのなかの一つであると主張し

ている。一方で ADHD における実行機能課題の

遂行困難は，長期にわたる縦断研究においても確

認されている（Biederman, Petty, Fried, Doyle, 

Spencer, Seidman, Gross, Poetzl, & Faraone, 

2007）。これらのことから，実行機能障害は，

ADHD の唯一の基底欠損とはいえないまでも，多

数において長期にわたり確認される主要な障害の

一つとして有力な候補であるといえる。 

ADHD を対象として語想起課題を実施した研

究は，比較的数多く報告されているが，結果のば

らつきが非常に大きいものとなっている。まずは，

ADHD において語想起課題の遂行困難を指摘し

た研究を紹介する。Felton, Wood, Brown, and 

Campbell (1987)は，10歳児の ADD群において，

音韻手がかり法とカテゴリ手がかり法による検査

を実施し，両施行法ともに遂行成績が低いことを

認めた。 Pineda, Ardila, Rosselli, Cadavid, 

Mancheno, and Mejia (1998)も，両施行法にお

いて，ADHD 群（平均年齢 9 歳）で成績が有意に

低いことを報告している。同様に，Geurts, Verté, 

Oosterlaan, Roeyers, and Sergeant (2004)は，平

均年齢 9 歳前半で統制した ADHD 群と健常群を

対象として，ADHD 群の成績が両施行法ともに有

意に低かったと報告している（ただし，この研究

では，ADHD 群の平均 FSIQ は 99.5 で，健常群

の平均 111.5 よりも低かったことが影響してい

る可能性がある）。一方， Grodzinsky and 

Diamond (1992)は，ADHD 群（年少群の平均月

齢 90.8 ヶ月，年長群の平均月齢 122.8 ヶ月）が，

統制群に比較して，音韻手がかり法では有意な成

績低下を認めたが，カテゴリ手がかり法では有意

差を認めなかった。Pineda, Ardila and Rosselli 

(1999)も，7 歳から 12 歳の ADHD 群を対象とし

て，音韻手がかり法で有意な低成績を認め，カテ

ゴリ手がかり法では有意差を認めなかった。この

ほか，Grodzinsky and Barkley (1999)は，6 歳か

ら 11 歳の子どもを対象として，音韻手がかり法

をおける遂行困難を報告している。Hurks, 

Hendriksen, Vles, Kalff, Feron, Kroes, van Zeben, 

Steyaert, and Jolles (2004)は，ADHD 群（平均年

齢 9.2 歳）で音韻手がかり法とカテゴリ手がかり

法ともに統制群との有意差を認めなかったが，詳

細に分析した結果，音韻手がかり法では試行開始

直後の 15 秒間で比較すると統制群に比べて有意

に低いことを認めた。 

上記に示したように，ADHD における語想起遂

行の困難を示唆する報告がある一方，これに反し

て遂行困難を認めなかった研究も多く報告されて

いる。Loge, Staton, and Beatty (1990)は，6 歳
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から 12 歳の ADHD 児を対象として，語想起課題

の遂行成績に問題を認めなかった。Weyandt and 

Willis (1994)は，6 歳から 12 歳の ADHD 群，発

達性言語障害群，健常群を比較し，群間に遂行成

績の有意な差を認めなかった。Reader, Harris, 

Schuerholz, and Denckla (1994)が調べた 6 歳

から 13 歳の ADHD 児は，標準的な課題遂行成績

を示した（ただし，女児の方が男児よりも成績が

よかった）。このほかにも差を認めなかった研究

は数多く報告されている（Barkley, Edwards, 

Laneri, Fletcher, & Metevia, 2001; Johnson, 

Epstein, Waid, Latham, Voronin, & Anton, 

2001; Mahone, Cirino, Cutting, Cerrone, 

Hagelthorn, Hiemenz, Singer, & Denckla, 2002; 

Mahone, Kotlh, Cutting, Singer, & Denckla, 

2001; McGee, Williams, Moffitt, & Anderson, 

1989 ; Oosterlaan, Scheres, & Sergeant, 2005; 

Perugini, Harvey, Lovejoy, Sandstorm, & Webb, 

2000; Rapport, Van Voorhis, Tzelepis, & 

Friedman, 2001; Scheres, Oosterlaan, Geurts, 

Morein-Zamir, Meiran, Schut, Vlasveld, & 

Sergeant, 2004; Shallice, Marzocchi, Coser, Del 

Savio, Meuter, & Rumiati, 2002）。 

ADHD は，DSM-IV において混合型，不注意優

勢型，多動性-衝動性優勢型の３つのサブタイプに

分類されている。このサブタイプによる比較研究

として Dinn, Robbins, and Harris (2001)は，不

注意優勢型と混合型は統制群よりも有意に低い遂

行成績を示したが，多動-衝動優勢型では有意に至

らなかったと報告した。一方，Geurts, Verté, 

Oosterlaan, Roeyers, and Sergeant (2005)は，音

韻手がかり法とカテゴリ手がかり法のいずれのお

いても，サブタイプ別による遂行成績に有意な差

異を認めなかった。サブタイプ別の検討は，診断

にかかわって重要な知見を提供するものであるが，

Dinn et al.(2001)の研究では，各サブタイプ群の

標本数が少ないのが問題であるといえる。 

以上より，ADHD に関する研究結果は，バリエ

ーションが大きく，この障害における個人差の大

きさあるいは異質性 heterogeneityを反映したも

のとなっている（e.g., Biederman, 2005; Nigg, 

Willcutt, Doyle, & Sonuga-Barke, 2005）。Nigg 

et al. (2005)が指摘するように，実行機能障害は，

ADHD の全ケースに該当する原因ではないと考

えられる。しかし一方で，ADHD の症状を理解す

るうえで実行機能障害という考え方は有効である

（e.g., Barkley, 1997, 2000）。実行機能障害は，

ADHD の基底欠損というよりは，その症状を説明

する主要な概念の一つとして理解したほうがよい

であろう。 

特異性言語障害と発達性読字障害 

特異性言語障害（Specific Language Impairment）

とは，知的障害や感覚障害あるいは養育環境にお

いて問題がないにもかかわらず言語発達が特異的

に遅滞している場合に用いられる診断名である。

一方，発達性読字障害（developmental dyslexia）

とは，知的障害や感覚障害あるいは養育環境に問

題がないにもかかわらず読み書きに特異的な困難

を示す場合に用いられる診断名である。 

特異性言語障害 

語想起課題で遂行困難を認めた報告として，

Weckerly, Wulfeck, and Reilly (2001)は，特異性

言語障害の子どもで音韻手がかり法とカテゴリ手

がかり法でともに遂行成績が低いことを認めた。 

発達性読字障害 

発達性読字障害のある成人を対象とした研究と

して，Kinsburne, Rufo, Gamzu, Palmer, and 

Berliner (1991)は，発達性読字障害のある者は読

みに問題のない対象群に比べて遂行成績が低いこ

とを報告した。Hatcher, Snowling, and Griffiths 

(2002)は，読字障害のある大学生とない大学生を

比較した結果，音韻手がかり法で読字障害群の成

績が有意に低いことを認めた（なお，カテゴリ手

がかり法について 7%水準の有意傾向であった）。 

発達性読字障害のある子どもを対象とした研究

としては，Frith, Landerl, and Frith (1995)は，

読字障害児（12 歳）がカテゴリ手がかり法では困

難はないが，音韻手がかり法で困難を有すること

を認めた。Cohen, Morgan, Vaughn, Riccio, and 

Hall (1999)は，言語性読字障害児の課題遂行が，

視空間性読字障害児や ADHD 児に比べて顕著に

低いことを認めた（なお，言語性読字障害児のう



発達支援研究（2008）Vol.12 
 

 25 

ち３割程度の子どもが健常範囲の遂行成績を示し

ていた）。Brosnan, Demetre, Hamill, Robson, 

Shepherd, and Cody (2002)は，読字障害のある

子ども（8 歳から 10 歳児）で遂行成績が有意に

低いことを認めたが，成人を対象とした比較では

遂行成績に有意差を認めなかった（ただし 10%水

準の差があった）。一方，これらに反して，Bosse, 

Tainturier, and Valdois (2007)は，平均年齢 10

歳の読字障害児群と統制群を比較し，音韻手がか

り法とカテゴリ手がかり法のいずれにおいても有

意差を認めなかった。 

このように反証もあるが，全体的には課題遂行

に困難を認めた研究が多いといえる。このことか

ら，Snowling, Nation, Moxham, Gallagher, and 

Frith (1997)が指摘しているように，読字障害の

ある子どもを同定するための検査課題として，語

想起課題，なかでも音韻手がかり法による検査の

有用性が高いことが期待される。読字障害の原因

としては，音韻処理の困難が最も有力な説明であ

るとされている。音韻手がかりによる語想起には，

音韻意識が強く関与していると考えられるので，

読字障害の音韻処理困難のなかでも音韻意識との

関連性でもって分析を実施することが今後の展開

として重要であろう。 

遺伝子疾患 

Williams 症候群 

Williams 症候群は，7 番染色体の部分欠失を原

因とする遺伝子疾患であり，心臓疾患，特異的な

身体的特徴，知的障害などの臨床症状を示す。認

知機能はアンバランスであり，視空間認知障害に

起因する軽度から重度の学習障害，数や時間の概

念獲得の困難，言語理解に比べて高い言語産出，

粗大・微細運動機能の発達遅滞，衝動的な性格，

集中力の欠如などが報告されている。特に，知的

能力に比べて優れた言語産出能力を示すことが研

究者の注目を集めている（e.g., Bellugi, Mills, 

Jernigan, Hickok, & Galaburda, 1999）。 

Bellugi, Bihrle, Jernigan, Trauner, and Doherty 

(1990)は，Williams 症候群 6 名と暦年齢と IQ で

統制したDown症候群 6名を設定して語想起課題

を行った。その結果，カテゴリ手がかり法による

語想起課題において，Williams 症候群は Down

症候群よりも再生数が有意に多かった。Volterra, 

Capirci, Pezzini, Sabbadini, and Vicari (1996)

は，Williams 症候群 17 名と精神年齢でマッチン

グした健常児群を比較した。カテゴリ手がかり法

では有意差はみられなかったが，音韻手がかり法

では有意に優れた遂行成績を示した。Pezzini, 

Vicari, Volterra, Milani, and Ossella (1999)は，

Williams症候群 18名と精神年齢で統制した健常

児群を比較した。その結果，Williams 症候群は，

健常児群に比べて，音韻手がかり法で遂行成績が

優れていた。 Jarrold, Hartley, Phillips, and 

Baddeley (2000)は，受容語彙の発達水準で統制

した中等度学習困難群と比較して，意味的語想起

の遂行ならびに想起された項目の内容に差を認め

なかった。 Temple, Almazan, and Sherwood 

(2002)では，Williams症候群 4名のうち 3名は，

音韻手がかり法において精神年齢相当よりも高い

遂行成績を示した。またカテゴリ手がかり法にお

いても，精神年齢相応かそれ以上の成績を示した。 

以上，必ずしも一致した研究結果にはなってい

ないが，その原因の一つは対照群を設定した際の

マッチングの基準にあると思われる。大局的には，

音韻手がかり法で高い課題遂行を示しているとい

える。一方，カテゴリ手がかり法では統制群との

差は少なく，臨床的な印象から期待されるような

出現頻度や典型性の低い単語の報告は認められて

いなかった。 

Down 症候群 

Down 症候群は，染色体異常に起因する障害で

あり，認知的には知的発達の遅れとともに聴覚的

（音韻的）短期記憶の弱さが指摘されている（e.g., 

Jarrold, Baddeley, & Hewes, 2000）。言語発達

に遅れがあることから，上記の Williams 症候群

と対比されることが多い。Pennington, Moon, 

Edgin, Stedron, and Nadel (2003)によれば，

Down 症群は精神年齢でマッチングした統制群と

比べて課題遂行に有意差を認めなかった。 

フェニールケトン尿症 

フェニールケトン尿症（phenylketonuria：以

下，PKU）とは，必須アミノ酸であるフェニール
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アラニンの分解酵素（フェニールアラニン水酸化

酵素）が欠損あるいは著しい活性低下をきたす常

染色体の劣性遺伝病である。Smith, Klim, and 

Hanley (2000)は，PKU の子どもと健常児を比較

して語想起課題の遂行成績に有意差を認めなかっ

た。VanZutphen, Pacman, Sporri, Needham, 

Morgan, Weisiger, and Pacman (2007)は，8 歳

から 20歳の PKU群に対して音韻手がかり法とカ

テゴリ手がかり法で語想起課題を実施し，両者と

もに課題遂行の困難を認めなかった。一方，White, 

Nortz, Huntington, and Steiner (2001)は，PKU

の子どもと健常児を比較し，音韻手がかり法にお

いて PKU 群の低成績を認めた。以上，一致した

知見は得られていないが，VanZutphen et al. 

(2007)が指摘しているように，PKU の子どもは全

体的には実行機能の弱さを示しているので，他の

実行機能検査とあわせて評価することが大切であ

るといえよう。 

Prader-Willi 症候群 

Prader-Willi 症候群は遺伝性疾患で，低身長，

軽度から中等度の知的な遅れ，食物への過剰な関

心と食欲亢進などの症状を示すことが知られてい

る。認知的な側面に関する研究は比較的少ない現

状にある。語想起課題については，Jauregi, Arias, 

Vegas, Alén, Martinez, Copet, and Thuilleaux 

(2007)によれば課題遂行に困難を有するとされて

いる。 

Turner 症候群 

Turner 症候群は性染色体異常を原因とし，先

天性疾患のなかでも高い発生頻度であり，身体的

には低身長を特徴とすることで知られている。認

知的な側面に関する研究は少なく， Temple, 

Carney, and Mullarkey (1996)は，語想起課題

に困難を示すことを認めた。 

胎児性アルコール症候群 

胎児性アルコール症候群（Fetal Alcohol Syn- 

drome：以下，FAS）とは，胎児がまだ母胎にい

る間における母親のアルコール摂取によって引き

起こされる神経系脳障害の一種であり，アルコー

ルの影響により幾つもの分類がなされている

（e.g., Streissguth & Connor, 2001）。症状と

しては，軽度から重度に及ぶ知的な遅れ，形態異

常，てんかん，学習障害などが認められている。

特に身体的異常がない場合でも重度の行動障害が

見られることがある。FAS の子どもは，ADHD の

特異的な臨床的サブタイプをなすという指摘があ

る（e. g., Burd, Klug, Martsolf, & Kerbeshian, 

2003）。認知面については空間認知能力が低く，

運動面については協調運動やバランス機能の困難

が指摘されている。なお，本人の飲酒が原因であ

る Alcoholism では，特に Alcoholic-Korsakoff

症候群では前頭葉機能障害による語想起課題の遂

行困難がよく知られている。 

Kodituwakka, Hnadmaker, Cutler, Weathersby, 

and Hnadmaker (1995)は，Peabody 絵画語彙検

査の結果で統制した FAS 群（Fetal Alcohol Effect

を含む）と統制群で比較した結果，音韻手がかり

法で FAS 群の遂行成績が有意に低いことを認め

た。一方，カテゴリ手がかり法では同等の遂行成

績を示した。Mattson and Riley (1999)と Connor, 

Sampson, Bookstein, Barr, and Streissguth 

(2000)も，同様に，音韻手がかり法での困難を認

めた。また，Schonfeld, Mattson, Lang, Delis, and 

Riley (2001)は，FASの診断の有無にかかわらず，

胎生期に母体が過度のアルコール摂取をした履歴

を有する子どもを対象として検査を実施し，語想

起課題の遂行に困難を示すことを認めた 4)。 

FAS については，Connor et al.(2000)が指摘

しているように，全ての実行機能課題で困難が認

められているわけではない。語想起課題は，実行

機能課題のなかでも，FAS が抱える認知的な問題

を検出する可能性がある課題であると考えられる。

また，最近の脳画像診断研究において，FAS では

右前頭葉の皮質厚が通常から逸脱しており，この

皮質厚と言語再生課題の成績との間に相関関係が

あることが指摘された（Sowell, Mattson, Kan, 

Thompson, Riley, & Toga, 2008）。脳機能との

関連において分析を試みる興味深い報告である。 

てんかん 

てんかんは，小児期によくみられる病気であり，

その種類により異なる認知機能の問題を示すこと

が知られている（e.g., MacAllister & Schaffer, 
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2007）。てんかんの焦点部位と認知機能の関連に

ついては，古くより関心が持たれてきた。 

前頭葉てんかんを対象とした研究としては，

Hernandez, Sauerwein, Jambaque, De Guise, 

Lussier, Lortie, Dulac, and Lassonde (2002)は，

前頭葉てんかん児が側頭葉てんかん児や全般性て

んかん児に比べて低い課題遂行を示すことを報告

した。Drane, Lee, Cech, Huthwaite, Ojemann, 

Ojemann, Loring, and Meador (2006)によれば，

前頭葉てんかん群は，側頭葉てんかん群に比べて，

通常の意味手がかり施行法における課題遂行が低

かった。しかしながら，検索手がかりを賦与する

条件設定（Randolph, Brown, Goldberg, & Chase, 

1993）で課題を実行した場合には，群間に有意差

が認められなかった。このことより，前頭葉が記

憶検索（語彙検索）の実行に関与していることが

示唆された。 

側頭葉てんかんについては，主に，焦点部位の

左右差に関する検討がなされてきた。多くの研究

において，左側頭葉てんかん患者で課題遂行に困

難を示すことが報告されているが（e.g., Alessio, 

Bonilha, Rorden, Kobayashi, Min, Damasceno, 

& Cendes, 2006; ; Tröster, Warmflash, Osorio, 

Paolo, Alexander, & Barr, 1995），左右差を認

めなかった研究もある（Hermann, Seidenberg, 

Haltiner, & Wyler, 1992）。 

このほか，治療のため側頭葉切除手術を受けた

子どもの術前術後における認知機能の変化に関す

る研究（Jambaqué, Dellatolas, Fohlen, Bulteau, 

Watier, Dorfmuller, Chiron, & Delalande, 2007; 

Martin, Loring, Meador, & Lee, 1990; Lendt, 

Helmstaedter, & Elger, 1999）や治療薬が認知機

能に及ぼす効果に関する研究（Kockelmann, 

Elger, & Helmstaedter, 2003）において，プロー

ブ検査として活用されている。 

未熟児（早産児・低出生体重児） 

Taylor, Klein, Minich, and Hack (2000)は，出

生時の体重が 750g 未満群，750g～1499g 群，

正常体重群の３群を設定して，７歳の時点で検査

を実施した。その結果，出生体重が低いほど課題

遂行が低かったが，統計的有意には至らなかった。

Rushe, Rifkin, Stewart, Townsend, Roth, Wyatt, 

and Murray (2001)は，33 週未満出生者と満期出

生者について，14～15 歳の時点で各種神経心理

学的検査を実施して比較した。両者で有意差があ

ったのは語想起課題のみであった。Böhm, Katz- 

Salamon, Smedler, Lagercrantz, and Forssberg 

(2002)は，出生時体重が 1500g 以下の極低出生体

重児を対象として 5歳半の時点で各種検査を実施

した。対象群の WPPSI-R 検査による知能は健常

範囲であったが，語想起課題を含む実行機能検査

で満期出生の対照群に比べて有意に低い成績を示

した。以上より，早産の影響が知能よりも実行機

能に強く可能性が示唆されたことから，語想起課

題が早産児における発達評価の一つとして有効で

あると考えられる。 

 

おわりに 

 

本稿では，実行機能を反映する課題として語想

起課題を取り上げ，その発達研究と発達障害に関

する研究について展望した。語想起課題は，神経

心理学的検査としてよく用いられるにもかかわら

ず，課題遂行に関与する認知機能についてはあま

り理解が進んでいない状況にある（Ruff, Light, 

Parker, & Levin, 1997）。特に，器質損傷患者を

対象とした研究に比べて，発達期にある子どもを

対象とした基礎的研究が少なく，確固とした知見

を得るためには研究の蓄積が必要である。この課

題の遂行に関与する認知機能を明確にする作業と

ともに，課題遂行の発達的変化について明らかに

することが今後の課題である。 

本稿では広義としての発達障害を扱ったが，発

達障害は多種多様であり，しかも同じ疾患であっ

ても個人差が極めて大きいことがある。残念なが

らここでは事実を羅列するだけに終わったが，全

体を通してみると発達障害の認知的側面に着目し

た「病因論」的な研究のツールとして語想起課題

を利用することの限界あるいは不適切さが見受け

られた。語想起課題は，発達障害の診断に寄与す

る検査ではなく，あくまで認知機能の評価に寄与

する検査であるといえる。上記のように，疾患で
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一致した結果を得られていない場合が多いが，そ

のことが検査の臨床的な価値を下げるものではな

い。発達障害の各疾患については，群内における

個人差が大きく，あるいは異質性が疑われるもの

もあることを念頭におく必要がある。そのような

発達障害のある個々の子どもの認知機能を査定す

るための臨床的，教育的価値が高いことに，検査

としての有用性あるのではないだろうか。 

個々の子どもの認知機能を査定する検査として

価値を高めるためには，その検査を遂行するため

に如何なる認知機能が関与しているのか，どのよ

うな認知プロセスで課題が実行されるのか，詳細

に検証することが重要である。 
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註 

1) Verbal fluency task の他にも，Word Generation 

Task，Controlled Oral Word Association Task，

Generative Naming Task といった名称が使われて

いる。 

2) ここで取り上げていない発達に関連する研究として

は，知能検査との相関研究（Ardila, Pineda, & 

Rosselli, 2000）や音韻処理能力との相関研究

（Termine, Stella, Capsoni, Rosso, Binda, Pirola, 

Conti, Gruppi, Lanzi, Salini, Tognatti, Zoppello, & 

Balottin, 2007）などがある。いずれも報告が少な

いので割愛することにした。 

3) ただし，自閉症群の平均 FSIQ が 98.3 であったのに

対し，健常群の平均が 111.5 であった。IQ の差が

課題遂行に影響を及ぼした可能性は否定できない。 

4) ただし，対照となった健常統制群の IQ がアルコー

ル履歴のある両群に比べて高いので，胎生期アルコ

ール歴の有無ではなく IQ の差が課題遂行に影響を

及ぼした可能性がある。 


